
「南極観測船しらせ」のポップアップペーパークラフト

インタビュアー 三浦淳寛（サッカー元日本代表）

 

三浦　アニマルデザインスタジオさんでは店頭POP（ポップ）や

商品パッケージを制作してらっしゃるそうですね。具体的にはど

のようなものをつくっておられるのでしょう？

 

馬場　弊社で手がけるPOPは、お店の陳列棚を装飾したり、天井

から吊り下げるハンガーディスプレイなど、店頭の販促ツールを

主に制作しています。私はデザインの専門学校を卒業後、独立す

るまでに2つの広告制作プロダクションに勤務し、特に2社目のプ

ロダクションでそうした店頭POPを手がけていたんですよ。そん

な経緯があり、28歳で独立してからもPOPを制作しています。

 

三浦　コンビニやスーパーなどでよく見かけるものですね。ああ

いったPOPはよく目立つし、購買意欲をそそられるんだよなぁ。

 

馬場　ありがとうございます（笑）。実は、立体的な広告であるPOPを制作しているうちに、ある有名な

ペーパーアーキテクトの方から仕事を手伝ってほしいという依頼をいただきまして。それがきっかけで、

現在では雑誌や映画の特典・付録などに使用される、ペーパークラフトの仕事もお受けするようになりま

した。

 

三浦　それはすごい！　それにしても、ペーパーク

ラフトは制作するに当たって、結構時間がかかりそ

うですね。

 

馬場　そうですね。構造からデザインまで全部自分

で行うのでかなり時間はかかりますが、制作の最中

は夢中なので、あまり気になりませんね（笑）。で

きた時の喜びのほうが大きいですから。何度も組み

立ててはサイズや形を修正し、試行錯誤を繰り返す

うちに様々なアイディアが浮かぶので、苦労するこ

とも必要だと感じています。

 

三浦　なるほど。試行錯誤することで、いいものができるんでしょうね。それにしてもペーパークラフト

は手に取れるので楽しいですし、どの作品も細部までリアルで驚きました！　

紙の魅力と可能性を追求するクリエイター

馬場　近年ではデジタルに勢いがありますが、紙にもまだまだ可能性が溢れているので、その魅力を忘れ

てほしくないなと思っているんです。そこで多くの人に紙の素晴らしさを再認識してもらうべく、2010年

から日本ペーパークラフト協会の会員としても活動しています。
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三浦　私も馬場代表の作品を拝見して、紙のよさを

改めて感じましたよ。馬場代表は、他にもクリエー

ターを支援する活動をなさっているそうですね。

 

馬場　はい。「クリエーターズワーフ」という、も

のづくりに携わる人を集めた会を開催しています。

もともと、デザイナーやイラストレーターを集めて

飲み会を開いていたところ、ある異業種交流会で

「ものづくりに関わる人たちの異業種交流会をした

い」と頼まれまして。私も「ただ飲むだけではもったいない」と、交流会を開いてみたんですよ。する

と、参加した方が今度は別の誰かを連れて来る。おかげで、どんどん輪が広がっていったんです。最初は

グラフィックデザイナーやカメラマン、イラストレーター、編集ライターが多かったのですが、今では建

築家や帽子作家、ジュエリーデザイナーなど、いろんなジャンルの方が集まるようになりました。

 

三浦　おもしろそうな集まりですね。ちなみに、いつスタートしたんですか？

 

馬場　2001年に開始して、今年2014年の5月で120回目になります。

2011年からは隔月にしましたが、それまでは毎月開催していたんです

よ。毎回デザイナーやらカメラマンやら、誰かしらに今までの苦労話や

テクニックなどの話をしてもらいつつ、交流を深めています。参加者の

規模も一度に20名程と小ぢんまりとしているので、全員と話ができる

と好評なんですよ。

 

三浦　素晴らしい活動だと思います。最後に、今後の目標をお聞かせく

ださい。

 

馬場　夏休みに「ペーパークラフト教室」のようなイベントを開き、子

供たちにもっと紙に興味を持ってもらえるような活動をしていきたいと

思っています。また、クリエーターズワーフの活動としては現在40代、50代が多いので、20代、30代の

若手にも積極的に参加してもらい、そうした次世代のクリエーターを応援していきたいですね。

 

 

 

「仕事を楽しむ」とは‥

デザインや組み立ては、今でも夢中になってやっています。夢中になって楽しめていること、そしてで

きあがった時の喜びは、私の仕事のやりがいです。

（馬場誠之）

 

:: 事業所情報 ::

アニマルデザインスタジオ

〒174‒0043 東京都板橋区坂下2‒1　坂下けやき台ハイツ2‒211
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